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〈 ２０２４年２月２４日開催  図書室のつどい  参加者の感想〉

　

チ
ラ
シ
の
中
か
ら
こ
ち
ら
を
凝
視

す
る
サ
ン
グ
ラ
ス
の
強
面
の
男…

…

。

そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
（
威
圧
感
）

に
魅
せ
ら
れ
て
、
参
加
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

登
壇
し
た
赤
松
さ
ん
は
、
サ
ン
グ

ラ
ス
を
し
て
い
な
い
せ
い
か
、
写
真

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
違
っ
た
が
、

眼
光
は
鋭
い
。
一
言
一
言
絞
り
出
す

よ
う
に
静
か
に
語
り
始
め
た
。

　

赤
松
さ
ん
の
人
生
。
一
言
で
「
波

乱
万
丈
」
と
言
っ
て
し
ま
う
に
は
余

り
に
も
重
い
も
の
だ
っ
た
。

　

香
川
の
裕
福
な
旧
家
の
生
ま
れ
。

淡
路
島
の
人
形
浄
瑠
璃
の
太
夫
（
語

り
手
）
だ
っ
た
曾
祖
父
の
影
響
。
植

物
病
理
学
者
（
大
学
教
授
）
の
父
。

パ
チ
ン
コ
依
存
の
浪
人
時
代
を
経
て

関
西
大
学
文
学
部
へ
進
学
。
大
手
サ

ラ
金
に
縁
故
入
社
。
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

の
た
め
燃
え
尽
き
症
候
群
に
な
り

退
職
。
父
親
の
紹
介
で
ゴ
ル
フ
場
の

コ
ー
ス
管
理
の
仕
事
を
始
め
、
起
業

（
35
歳
）
。
社
員
１
２
５
名
、
年
収
２

４
０
０
万
円
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
の
年
、
自
分
の
会
社
を
破
綻
さ

せ
て
し
ま
う…

…

。

　

『
下
級
国
民
Ａ
』
に
描
か
れ
る
の

は
、
赤
松
さ
ん
が
仕
事
を
求
め
て
、

「
狂
乱
の
復
興
バ
ブ
ル
」
と
い
わ
れ

た
東
北
へ
乗
り
込
ん
で
か
ら
の
生
々

し
い
実
体
験
だ
。

　

赤
松
さ
ん
は
、
離
婚
し
た
妻
と
精

神
に
障
害
を
持
つ
娘
の
た
め
月
給
40

万
円
の
う
ち
35
万
円
を
仕
送
り
す
る

の
で
、
残
り
は
月
５
万
円
。
生
き
て

い
く
た
め
に
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
だ
。

と
に
か
く
必
死
に
働
き
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

一
緒
に
働
く
土
木
作
業
員
、
除
染

作
業
員
た
ち
。
様
々
な
人
間
が
う
ご

め
く
陰
鬱
な
人
間
模
様
。
妬
み
、
憎

悪
、
反
社
、
恫
喝
、
陰
湿
な
い
じ
め

…
…

。
読
ん
で
い
る
と
息
が
つ
ま
る

よ
う
な
閉
塞
感
を
感
じ
た
。
こ
の
よ

う
な
劣
悪
な
環
境
の
中
で
、
過
酷
な

肉
体
労
働
を
続
け
る
こ
と
が
ど
れ
ほ

ど
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。

　

赤
松
さ
ん
は
被
災
地
の
リ
ア
ル
な

姿
を
目
に
し
な
が
ら
土
木
作
業
や
住

宅
除
染
、
水
田
除
染
に
携
わ
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
直
面
し
た
の
が
、
復
興

ビ
ジ
ネ
ス
の
闇
と
も
い
う
べ
き
利
権

が
渦
巻
く
世
界
だ
っ
た
。
そ
れ
は
土

木
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
い
わ
れ
る
差
別

構
造
で
も
あ
っ
た
。
元
請
会
社
（
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
）
→
一
次
下
請
→
二
次

り い ち

下
請
の
流
れ
の
中
で
、
赤
松
さ
ん
た

ち
二
次
下
請
は
虫
け
ら
の
よ
う
に
扱

わ
れ
る
の
だ
っ
た
。
福
島
に
お
い
て

は
除
染
作
業
員
が
毛
嫌
い
さ
れ
て
い

る
現
実
も
あ
る
。
ま
た
、
原
発
避
難

民
に
対
す
る
地
元
住
民
か
ら
の
誹
謗

中
傷
も
あ
る
と
い
う
。
差
別
と
分
断

の
構
図
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

　

行
き
詰
ま
っ
た
赤
松
さ
ん
は
、
夜

行
バ
ス
で
上
京
。
所
持
金
５
０
０
０

円
。
風
俗
店
の
呼
び
込
み
な
ど
で
食

い
つ
な
ぎ
な
が
ら
「
住
所
不
定
」
の

生
活
を
送
り
、
漫
画
喫
茶
か
ら
作
家

デ
ビ
ュ
ー
し
て
現
在
に
至
る
。

　

暗
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た

赤
松
さ
ん
は
、
私
た
ち
に
語
り
か
け

る
。
今
の
日
本
で
〝
下
級
国
民
〟
は

特
別
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。
格
差

社
会
の
「
今
」
に
順
応
し
て
生
き
る

す
べ
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本

書
は
単
な
る
エ
ッ
セ
イ
で
は
な
く
、

復
興
の
裏
に
あ
る
日
本
の
姿
を
熱
く

告
発
す
る
も
の
な
の
だ
。

　

今
回
の
講
座
を
契
機
に
、
貧
困
と

差
別
を
テ
ー
マ
と
す
る
赤
松
作
品
を

読
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

赤
松
利
市
著
『
下
級
国
民
』 (

Ｃ
Ｃ
Ｃ

メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）

「赤松利市」とは一体何者？

　 〝下級国民〟とは何のこと？

鳥居 正彦



井
戸
川
射
子
著
『
こ
こ
は
と
て
も
速
い
川
』
を
読
ん
で

近
藤 

あ
か
ね

 

　

私
は
今
回
初
め
て
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
。

公
民
館
だ
よ
り
に
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
紹
介
記
事
を
見
つ
け
、
読

み
進
め
る
と
今
年
度
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
以
下
の
よ

う
な
文
章
が
あ
っ
た
。

　

「
ひ
と
は
出
来
事
に
意
味
を
見
出
そ
う
と
し
ま
す
。
生
ま
れ
、

暮
ら
し
て
、
死
ん
で
ゆ
く
、
あ
り
ふ
れ
た
わ
た
し
た
ち
。
喜
び

が
あ
り
、
悲
し
み
が
あ
り
、
希
望
と
絶
望
が
あ
る…

…

。
そ
こ

に
意
味
は
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
消
え
て
し
ま
う
一
人
ひ
と

り
の
話
を
宝
物
の
よ
う
に
紡
い
で
い
く
。
そ
ん
な
物
語
を
読
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
、
自
分
も
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
で

本
と
対
峙
し
た
い
と
い
う
思
い
が
湧
き
上
が
る
の
を
感
じ
た
。

　

子
育
て
真
っ
只
中
に
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
手
に
取
る
本
は

子
育
て
本
、
健
康
へ
の
実
用
書
、
話
題
の
新
書
な
ど
が
増
え
て

い
っ
た
。

　

私
の
思
考
の
中
に
、
本
を
通
し
て
何
か
有
益
な
知
識
を
得
ね

ば
な
ら
ぬ
、
実
生
活
の
ヒ
ン
ト
を
本
か
ら
得
た
い
と
い
う
打
算

的
な
思
い
が
あ
り
、
そ
の
上
で
読
書
を
し
て
い
た
事
に
気
付
き

ハ
ッ
と
し
た
。

　

私
は
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
純
粋
な
気
持
ち

で
本
と
向
き
合
い
、
読
書
の
楽
し
さ
と
共
に
、
そ
の
時
々
の
自

分
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
味
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
参
加

を
決
め
た
。

　

５
月
９
日
開
催
の
第
一
回
目
の
課
題
図
書
は
井
戸
川
射
子
著

『
こ
こ
は
と
て
も
速
い
川
』
で
あ
っ
た
。

　

児
童
養
護
施
設
に
住
む
小
学
五
年
生
の
男
の
子
、
集
が
主
人

公
。
集
と
同
じ
施
設
に
暮
ら
す
年
下
の
親
友
ひ
じ
り
と
の
日
常

生
活
が
大
阪
弁
の
独
特
な
リ
ズ
ム
の
中
で
紡
が
れ
て
い
く
。

　

そ
の
日
常
は
、
状
況
だ
け
見
る
と
私
の
目
に
は
特
異
な
環
境

に
映
り
、
親
と
暮
ら
せ
ぬ
集
へ
の
憐
憫
を
抱
か
せ
る
。

　

し
か
し
、
集
に
と
っ
て
の
確
か
に
こ
こ
に
あ
る
日
常
を
、
見

た
ま
ま
、
感
じ
た
ま
ま
に
描
い
て
い
る
文
体
は
読
者
に
そ
の
よ

う
な
感
情
を
抱
か
せ
る
隙
を
与
え
な
い
。

　

そ
れ
ほ
ど
淡
々
と
今
を
生
き
て
い
る
集
。

　

世
の
中
を
俯
瞰
で
見
て
、
達
観
し
た
子
ど
も
と
さ
え
見
え
る

集
が
、
物
語
の
後
半
で
施
設
の
園
長
に
抱
え
て
い
た
も
の
を
一

気
に
爆
発
さ
せ
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。

　

社
会
に
対
し
、
大
人
に
対
し
、
親
に
対
し
て
の
怒
り
、
抗
議
、

哀
し
み…

…

様
々
な
気
持
ち
が
次
か
ら
次
へ
と
溢
れ
て
く
る
。

　

こ
の
場
面
で
私
は
涙
が
出
た
が
、「
生
き
て
い
く
」
と
は
「
生
」

と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

こ
の
本
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
本
の
よ
う
に
上
手
く
生
き
る
為
の
ヒ

ン
ト
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
私
自
身
の
心
の
奥
に
ジ
ン
ワ
リ
響
き
、
あ
り
の
ま
ま

ブ

ッ
ク

ク

ラ

ブ

か

ら

の
「
生
」
を
肯
定
し
た
い
と
思
え
る
本
で
あ
っ
た
。

　

講
師
の
山
岸
郁
子
先
生
が
、
著
者
の
言
葉
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

「
大
人
も
子
ど
も
も
、
ど
の
性
で
あ
っ
て
も
、
誰
も
が
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
。
で
も
時
に
は
楽
し
い
こ
と
、
う
れ
し

い
こ
と
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
。
そ
れ
を
書
き
た
か
っ
た
」

　

今
後
も
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
様
々
な
本
と
の
出
逢
い
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

（
講
談
社
文
庫
）

講　師 小平 麻衣子
 （慶應義塾大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  ７月１８日（木） 夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先  公民館  ☎０４２ （５７２）５１４１また

 　は下記二次元コードより

―たしかにそこにいた「わたし」のこと―

林芙美子 『放浪記』 （新潮文庫）

※本作の第一部について扱います。

くにたちブッククラブ

おだいら　ま い こ

＊次回は９月１２日 ( 木 )

太宰治『ヴィヨンの妻』（新潮文庫）です。

＊11月、12月のブッククラブの日程が決まりました。

　11月14日（木）夜 7 時半～ 9 時半

　12月12日（木）夜 7 時～ 9 時

（２）図書室月報 2024 年 (令和 6 年 )７月
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（３） 図書室月報 2024 年 (令和６年 )７月
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未
婚
じ
ゃ
な
く
て
、
非
婚
で
す 

ホ
ン
サ
ム
ピ
ギ
ョ
ル
（
左
右
社
）
367
ホ

沖
縄
と
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ 

源
啓
美
（
不
二
出
版
）
367
み

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
死
因
究
明 

出
河
雅
彦
（
同
時
代
社
）
369

コ
ー
ダ 

中
津
真
美
（
金
子
書
房
）
369

災
害
の
環
境
史 

瀬
戸
口
明
久
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
369

〈
自
然
科
学
〉

文
系
オ
ト
ナ
で
す
が
、
今
か
ら
数
学
を
楽
し
め
ま
す
か
？

 

ｍ
ａ
ｔ
ｈ 

ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ（
笠
間
書
院
）
410

森
の
声
、
ゴ
リ
ラ
の
目 

山
極
寿
一
（
小
学
館
）
469

奄
美
で
ハ
ブ
を
40
年
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

 

服
部
正
策
（
新
潮
社
）
487

無
人
島
、
研
究
と
冒
険
、
半
分
半
分
。 

川
上
和
人
（
東
京
書
籍
）
488

在
宅
緩
和
ケ
ア
医
が
出
会
っ
た
「
最
期
は
自
宅
で
」
３
０
の
逝
き
方　

 

 

髙
橋
浩
一
（
光
文
社
）
490

精
神
医
療
の
専
門
性
「
治
す
」
と
は
異
な
る
い
く
つ
か
の
試
み

 

近
田
真
美
子
（
医
学
書
院
）
493

〈
産
業
〉

世
界
の
食
は
ど
う
な
る
か 

イ
ェ
ル
ク
・
ス
ヌ
ー
ク
（
原
書
房
）
611

〈
芸
術
〉

芸
術
の
わ
る
さ 

成
相
肇
（
か
た
ば
み
書
房
）
704

日
本
の
動
物
絵
画
史 

金
子
信
久
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
721

世
界
の
美
し
い
染
め
と
織
り 

巧
藝
舎
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）
753

〈
文
学
〉

季
語
を
食
べ
る 

尾
池
和
夫
（
淡
交
社
）
911
お

錠
剤
Ｆ 
井
上
荒
野
（
集
英
社
）
91
い

ユ
ー
カ
ラ
お
と
め 

泉
ゆ
た
か
（
講
談
社
）
91
い

い
つ
か
ま
た
、
こ
こ
で
暮
ら
せ
た
ら

 

大
崎
百
紀
（
朝
日
新
聞
出
版
）
91
お

北
辰
の
門 

馳
星
周
（
中
央
公
論
新
）
91
は

ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全
集
１
～
10 

大
岡
信
（
皓
星
社
）
918

〈
総
記
〉

図
書
館
員
の
た
め
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」 

 

阿
部
治
子
（
日
本
図
書
館
協
会
）
015

「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
研
究 

礒
井
純
充
（
み
す
ず
書
房
）
016

サ
ン
リ
オ
出
版
大
全 
小
平
麻
衣
子
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
023

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

所
有
論 

鷲
田
清
一
（
講
談
社
）
104

〈
歴
史
〉

磯
田
道
史
と
日
本
史
を
語
ろ
う 

磯
田
道
史
（
文
藝
春
秋
）
210

私
は
さ
よ
な
ら
を
言
わ
な
か
っ
た

 

ク
ロ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
グ
（
吉
田
書
店
）
235

暴
力
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
ア
メ
リ
カ
史 

中
野
博
文
（
岩
波
書
店
）
253

〈
社
会
科
学
〉

日
本
が
知
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

 

ユ
リ
ヤ
・
ジ
ャ
ブ
コ
（
大
学
教
育
出
版
）
302

デ
ン
マ
ー
ク
を
知
る
た
め
の
70
章 

村
井
誠
人
（
明
石
書
店
）
302

ア
ー
レ
ン
ト
か
ら
読
む  

矢
野
久
美
子
（
み
す
ず
書
房
）
311

国
境
と
人
類 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
（
河
出
書
房
新
社
）
312

ア
イ
ヌ
も
や
も
や

 

北
原
モ
コ
ッ
ト
ゥ
ナ
シ
（
３
０
３
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
）
316

ル
ビ
ー
の
一
歩 

ル
ビ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
（
あ
す
な
ろ
書
房
）
316

基
本
的
人
権
の
事
件
簿 

棟
居
快
行
（
有
斐
閣
）
323

再
審
制
度
っ
て
な
ん
だ
？ 

村
山
浩
昭　

（
岩
波
書
店
）
327

非
正
規
と
い
う
働
き
方
と
暮
ら
し
の
実
像 

森
ま
す
美
（
旬
報
社
）
366

ケ
ア
の
倫
理 

岡
野
八
代
（
岩
波
新
書
）
367
お

キ
ミ
の
か
ら
だ
は
キ
ミ
の
も
の

 

ル
シ
ア
・
セ
ラ
ー
ノ
（
ポ
プ
ラ
社
）
367
セ

マ
イ
ス
テ
ッ
プ 

野
坂
祐
子
（
誠
信
書
房
）
367
の

第１回 「人の弱さ」 を描く……チョ ・ ナムジュ 〈と き〉 ７月２８日 （日） 昼２時～４時

〈取り上げる作品〉すべてチョ ・ ナムジュ著　　『82 年生まれ、 キム ・ ジヨン』 斎藤真理子訳 （筑摩書房）、

『私たちが記したもの』 小山内園子、 すんみ 訳 （筑摩書房）、 『耳をすませば』 小山内園子訳 （筑摩書房） など

第２回 文学とフェミニズム……カン ・ ファギル 〈と き〉 ８月３１日 （土） 昼２時～４時

〈取り上げる作品〉すべてカン ・ ファギル著　　『別の人』 小山内園子訳 （エトセトラブックス）、 『大丈夫な人』 小山内

園子訳 （白水社）、 『大仏ホテルの幽霊』 小山内園子訳 （白水社） など

第３回 韓国ティーンズ小説の魅力……イ・ヒヨン、ソン・ウォンピョン他 〈と き〉 ９月２８日 （土） 昼２時～４時

〈取り上げる作品〉『ペイント』 イ ・ ヒヨン著、 小山内園子訳 （イースト ・ プレス）、 『アーモンド』 ソン ・ ウォンピョン著、

矢島暁子訳 （祥伝社）、 『ミカンの味』 チョ ・ ナムジュ著、 矢島暁子訳 （朝日新聞出版）

第４回 絶望から希望を探す韓国文学……チョン・セラン   〈と き〉１０月２６日（土）昼２時～４時

〈取り上げる作品〉すべてチョン ・ セラン著　　『屋上で会いましょう』 すんみ訳 （亜紀書房）、 『フィフティ ・ ピープル』

斎藤真理子訳 （亜紀書房）

講 師 小山内 園子（韓日翻訳者）作家から見つめる韓国現代文学
\\文学関連講座やります// 詳細は公民館だより 7 月号をご覧ください

お さ な い 　 そ の こ
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講
座
参
考
図
書

・
な
ぜ
男
女
の
賃
金
に
格
差
が
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　

―

女
性
の
生
き
方
の
経
済
学 

 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）

・『
女
工
哀
史
』
を
再
考
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

―

失
わ
れ
た
女
性
の
声
を
求
め
て 

 

サ
ン
ド
ラ
・
シ
ャ
ー
ル
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

・
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義 

前
田
健
太
郎
（
岩
波
書
店
）

・
モ
デ
ル
の
発
見 

松
本
キ
ミ
子
（
仮
説
社
）

・
三
原
色
で
描
く
四
季
の
草
花 

松
本
キ
ミ
子
（
日
貿
出
版
社
）

・
続
ひ
ろ
び
ろ
三
原
色 

松
本
キ
ミ
子
（
ほ
る
ぷ
出
版
）

・
形
と
く
ら
し
の
雑
草
図
鑑 

見
分
け
る
、
身
近
な
２
８
０
種  

 

 

岩
瀬
徹
（
全
国
農
村
教
育
協
会
）

・
く
に
た
ち
緑
の
交
響
楽 

 

国
立
植
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
委
員
会
（
国
立
市
教
育
委
員
会
）

 　

シ
ル
バ
ー
学
習
室

　
　
　
　
　
　

 
 
 

（
講
師　

松
本
一
郎 

ほ
か
）

　
︿
女
性
の
生
き
か
た
を
考
え
る
講
座
﹀

　

女
性
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
講
師　

堀
本
麻
由
子 

ほ
か
） 

お知らせ

　　

読
売
巨
人
軍
、
長
嶋
茂
雄
・
終
身
名
誉
監
督
の
奥
さ
ま
、
故
長
嶋

亜
希
子
夫
人
は
、
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
の

高
校
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
夫
人
は
、
習
い
覚
え
た
「
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
料
理
」
を
、
一
冊
の
料
理
書
に
ま
と
め
、
生
前
、
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
（『
わ
た
し
の
ア
メ
リ
カ
家
庭
料
理
』
文
化
出
版
局
）。

　

一
九
六
○
年
代
前
半
の
ア
メ
リ
カ
で
、
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
さ
れ
た
亜
希
子
夫
人
。
滞
在
先
の
ホ
ス
ト
・
マ
ザ
ー
に
教
わ
っ
た
、

旧
き
良
き
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
家
庭
料
理
は
、
ど
れ
も
、
ご
ち
そ
う
の

名
に
恥
じ
な
い
一
品
で
す
。

　

「
ア
メ
リ
カ
に
、
お
い
し
い
も
の
は
な
い
。
あ
る
の
は
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
だ
け
」―

そ
ん
な
常
識
を
く
つ
が
え
し
た
夫
人
の
功
績
は
、
永

久
に
不
滅
で
す
。

　

ロ
ー
リ
ー
・
コ
ル
ウ
ィ
ン
も
、
金
字
塔
を
立
て
た
一
人
で
す
。
一

九
七
○
年
代
、
第
一
回
の
本
欄
で
ご
紹
介
し
た
、
高
級
誌
『
ザ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
に
、
シ
ョ
ー
ト
・
ス
ト―

リ
ー
（
短
篇
）
を
発
表

し
、
若
く
し
て
才
能
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
冊
の
長
編
、
三
冊
の
短
篇
集
を
発
表
す
る
か
た
わ
ら
、
料
理
上

手
の
彼
女
は
、
満
を
持
し
て
、
自
慢
の
料
理
を
紹
介
す
る
、
ク
ッ
キ

ン
グ
ブ
ッ
ク
を
出
版
し
ま
す
。
こ
れ
が
大
当
た
り
。
た
ち
ま
ち
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト
に
、
名
を
連
ね
ま

す
。

　

『
わ
た
し
の
陽
気
な
キ
ッ
チ
ン
』
は
、
全
米
で
今
も
売
れ
て
い
ま

す
（
原
題 H

O
M
E
 C

O
O
K
I
N
G

）。
日
本
の
翻
訳
書
は
新
刊
で
手
に
入

り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
原
著
は
、
ペ

ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で
入
手
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
全
米
の
古
書
店
で
普
通

に
見
か
け
ま
す
。

　

特
徴
は
、
写
真
が
な
い
こ
と
。
小
説
家
ら
し
く
、
文
章
一
つ
で
、

家
庭
料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
一
枚
の
写
真
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Alphabet

の
力
だ
け
で
、
全
レ
シ
ピ
と
料
理
エ
ッ
セ
イ
を
、
つ
づ
っ
て

い
ま
す
。
な
の
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
！
出
版
す
る
の
に
冒
険
が
い
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
が
、そ
こ
は
、潜
在
読
者
世
界
一
の
英
語
圏
。
マ
イ
ナ
ー
・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
日
本
語
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
規
模
が
ち
が
い
ま
す
。

　

グ
ル
メ
大
国
・
日
本
に
は
、
フ
レ
ン
チ
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
和
食
、

中
国
、
韓
国
料
理
と
、
大
勢
の
料
理
研
究
家
が
い
ら
し
て
、Ｔ
Ｖ
に

出
演
さ
れ
て
本
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
料
理
を
あ

つ
か
う
方
は
、
ま
だ
い
な
い
よ
う
で
す
。
わ
た
し
に
や
る
気
が
あ
れ

ば
、
こ
の
本
の
レ
シ
ピ
を
研
究
し
、
本
場
ア
メ
リ
カ
の
料
理
学
校
な

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
片
隅
な
り
と
研
さ
ん
を
積
み
、
時
間
を
か
け
て

も
、
ア
メ
リ
カ
家
庭
料
理
研
究
家
と
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー
を
考
え
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

著
者
オ
ス
ス
メ
の
、
肩
ロ
ー
ス
を
使
っ
た
ボ
ッ
ト
ロ
ー
ス
ト
で
お

客
さ
ま
を
も
て
な
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
無
口
で
、
自
宅
が
静
ま

り
返
り
ま
し
た
。
お
一
人
残
ら
ず
食
べ
る
の
に
い
そ
が
し
く
、
お
皿

の
上
で
高
鳴
る
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
の
ほ
か
に
聴
こ
え
た
も
の
と
い

え
ば
、
窓
の
外
で
す
だ
く
虫
の
音
だ
け
で
し
た
。
ま
っ
黒
な
ブ
ラ
ッ

ク
・
ケ
ー
キ
を
デ
ザ
ー
ト
に
供
し
ま
し
た
ら
、「
お
ま
え
に
作
れ
る

は
ず
が
な
い
。
レ
シ
ピ
を
公
開
し
ろ
」
と
、
迫
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　

小
説
と
料
理
。
二
兎
を
追
い
、
ど
ち
ら
も
成
功
さ
せ
た
コ
ル
ウ
ィ

ン
の
腕
。 

（
晶
文
社
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
４
回
〉

鍛
治 

勝

 

ロ
ー
リ
ー
・
コ
ル
ウ
ィ
ン
著

　

『
わ
た
し
の

       

陽
気
な
キ
ッ
チ
ン
』

８
月
６
日(

火)

の
午
前
中
、
サ
ー
バ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

返
却
・
貸
出
対
応
に
、少
々
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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